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序文

ミュージアム創設4年目となる平成21年度も、多緩多i機な業務の遂行にi選進してまいりまし

た。

まず、本学が有する図登録有形文化財 「島根大学旧奥谷宿舎（｜日制松江高等学校外国人宿舎）J

が、平成21年10丹、修復工事を完了し、新たにミユ｝ジアムのサテライト施設としてオープンし

ました。本事業の推進にあたっては、本学教戦員、卒業主主、地域市民の方々、松江市など、学内

外各方面から多大な御協力、御支援を賜りました。ここに厚くお干し申し上げます。幸いにもオー

プン以来、多くの来館者にご、見学いただいているところですが、今後とも持絞的に活用していく

ために、全力で関係業務に遡進していきたいと思いを新たにしているところです。

また、平成21年度も引き統き、月 l回の述続市民講座を開催したり、企画展示を開催したりす

るなど、本学の標本 ・資料や研究成果を活用した普及啓発活動を行い、市民の方々に PRするこ

とができました。

ミュージアムでは、こうした活動と並行し、本学構内における開発工事に伴う銀蔵文化財の保

護 ・調を研究について、文化財保護法に準拠しながら取り組んでおります。平成21年度も、松江 ・

出雲間キャンパスにおいて、携帝電話アンテナ設澄工事や附属病院関係の新営工事を始めとした

開発事業があり、これらに伴う発掘調奈に奔走することになりました。

国立大学の個性や伝統を可視化していくうえで、大学ミュージアムは無くてはならない施設で

あると確信しております。また、 「人とともに・地域とともに」を襟携し、地域に宮、着した大学

を目指す島根大学にとって、教育研究機関としての犬学と地域社会とのインターフェイスとなる

大学ミュージアムの役割は益々主主要なものになっていくと思います。

わずかな教職員で遂営されている小さな組織ではありますが、何事も真鯵に取り組んでいく所

存です。今後とも、 学内外の皆様からのご支援ご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し

上げます。

平成22年4月

烏機大学ミュージアム館長林 正久
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I 規則・組織

1 規則

( 1 ）島被大学ミュージアム規則

（平成18年烏大規則第9号）

（平成18年3月8日制定）

〔平成19年2月28日｝自IS改正〕

〔平成21年6月25日ー釘〉改正〕
（趣旨）

第li条 この規則は、島根大学ミュージアム（以下 fミュージアムJという。）の処織及び巡営に

関レ必要な司j~闘を定めるものとする。

（目的）

第2条 ミュージアムは、 学内共同教育研究施設として、島根大学（以下「本学jという。）にお

ける標本資料類などを大学所有の有形知的財産として佼鐙づけ、それらを収集、整理・保管及ぴ

調査研究をしたうえで、展示公開などによる教育、普及啓発、情報発信の促進及び地主主E壁画Rなど

を行うことを目的とする。

（業務）

第3~長 ミュージアムは、次の各号にl＆げる業務を行う。

線本資料類などの収集、後恕 ・保管≫.ぴi凋資研究に関すること。

一 桜木資料績などに関わる教脊及び普及啓発』こ関すること。

三 博物館学教育に関すること。

回 線本資料実質などに関わる情報発信の促進及び地被貢献に関すること。

五本学構内の混成文化財の取級いに関すること。

六 その他ミュージアムの白的を途1成するために必要な業務

（組織）

第4条 ミュージアムに、次の各号に掲げるij/Ji員を鑑く。

館長

ー 副館長

三 専任教員

四 その他必主要な職員

2 ミュージアムに室長任研究員及ぴ学外協力研究員を置くことができる。

（館長）

字書5条 館長の選考は、木学の専任教授のうちから、第10条に規定する烏根大学ミュージアム管

理i選営委員会の発織に基づき、教脊研究詳談会の5訟を綬て、学長が行う。

2 館長の任期は、 2年とし、再任を妨げない。

3 館長は、ミ斗ージアムの業務を掌理する。

（悶l館長）

第6粂 別館長の選考は、本学の専任教員のうちから、第10条に規定する鳥繰った学ミュージアム

管理逮営委員会の推薦に基づき、学長が行う。

2 副館長の任期は、2年とし、再任を妨げない。

3 高IJ館長i立、館長を補佐し、ミュージアムの業務を獲恕する。

（専任教員）

調~ 7 条 専任教員は、告書3条に掲げられた事項に関し専門的知識又は相当な経験を有する者とす

る。

2 専任教員の選考は、教育研究書［＇議会の殺を経て学lえが行う。
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（兼任研究員）

第8粂 兼任研究員は、ミ ユ｝ジアムの業務に関して専門的知総を布する~－で、全学的立場から

ミュージアムの業務を推進する者とする。

2 兼任研究員は、本学専任教員のうちから、館長の1ffimiに基づき、 三詳長が任命する。

3 館長は、前~の維産5に当たっては、 当該教員が所属する部局需品zの長の同？訟を得る ととも に、

第10粂に：規定する烏綴大学ミュージアム管理巡営委員会の談を絞なければならない。

4 j転任研究員の任期I立、 2$とし、 再任を妨げない。

（学：外協力研究員）

第9粂 学外協力研究員｛立、ミュージアムの君主務に関して専門的知識を；有する学外の者で、ミ ュー

ジアムの業務者i遂に協力する者ーとする。

2 学外協力研究員iま、第10条』こ規定する島被大学：ミュージ、アム管理運営委員会の殺を首長て、館

長が委嘱する。

3 学外協力研究員の任期は、 2年とし、降任を妨げない。

（管理遂営安員会）

第10手長 ミ.：cージアムに関する基本的事項を寺島談するため、島根大字：ミュージアム管理運営委i司
会（以下 f管理運営委員会Jという。）を置く。

2 管理運営委員会に関レ£、望書な事項は、別に定める。

（事務）

第11粂 ミユ｝ジアムの事務は、財務者IS施設企踊殺の協力を得て、学術医II務部研究協力諜におい

て処理する。

（革推則）

第12条 この規f"!IJに定めるもののほか、ミュージアムに関レ，Q'.、聖書な事項は、別に定める。

附則

1 この規則は、 平成18＃~4月I日から施行する。

2 烏線大学1堅蔵文化財調査研究センター規則（平成16i!:-島大規則第162号） I立、廃止する。

附則

この；段目IJは、平成19~fi.10月 I 日から施行する。

鮒則

この規則は、平成21 &r~ 1月1日から施行する。

( 2）鳥根大学ミュージアム管理運営委員会規則

（趣旨）

（平成18年島大規則l第10号）

（平成18年3月8El 制定）

〔平成19:(J，ュ 2月28日ー書店改正）

〔平成21年6月25日一部改正〕

第 1；条 この淡剣は、島根大学ミ品｝ジアム規則lj（平成18年烏大規則第9号）第10条第2；磁の規

定に2毒づき、烏根大学ミニム｝ジアム管理速営委員会 （以下 「管理運営委員会Jという。）の組総及

び遂常に関し必要な事項を定めるものとする。

｛ミ評議事項）

害事2手長 管理運営委員会は、鳥線大学ミュージアム（以下「ミュージアムJという。）に関し、次

の各号に掲げる事療を審談する。

管忽i墓営の基本方針及ぴヰ千雪提言十面』こI期すること。

一 本主＃構内の埋蔵文化財の耳llJ＆いに関すること。

コ 館長及び副館長の推勝に関すること。

凶教員の人事（資格審査を含む。）に関することo

五予算及び決算に関すること。
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六 その他ミ ュージアムの管理速営に関すること。

（組織）

第3~持管理巡営委員会は、 次の各号に掲げる委員で組織する。
館長

一 高IJ鋭長

コ ミュージアムの専任教質

問各学部教員代表各1名

五附属図書館長

六総合情報処理センター長

七 生涯学習教育研究センター長

2 第l草晃j事4号の委員｛ま、学音I,授の$出に碁づき、 学長が任命する。

3 2事l項第4号の委員の任期l立、 2年とし、再任を妨げない。ただし、補欠の委員のff.WJは、

前任者の残任期間とする。

4 管理i華営委員会に委員長を置き、委員長は館長をもって充てる。

（会議）

告書4条 管理運営・委員会は、委員長が紹集し、議長は委員長をもって充てる。

2 委員長に事故があるときは、 高IJ館長がその総務を代甥ーする。

3 管理遂営委員会は、委員の3分の2以上がtUtrr,しなければ会議を開くことができない。

4 管理遂営委員会は、出席者、の過半数をもって総決し、可否同数のときは議長の決するところ

による。

5 1ま｝.Jlj逃営委員会が必要と慾めたときは、管理遂営委員会に委員以外の者の出席を求め、その

意見を聴くことができる。

（、守門委員会）

第5条 管理巡営委吉員会に専門的事項を幸善後するため、必要に応じて、 専門委員会を置くことが

できる。

2 専門委員会に関し：必要な事項は、省二理逮営委員会が}JI］に定める。

（事務）

第6粂 管理j)E営委員会の事務は、財務部施設企画課のmカを得て、学術図際部研究協力談にお

いて処理する。

F付則

この：規則l立、 平成18年4月l日から施行する。

附買IJ

この規則は、平成19年10月lBから鈍行する。

日JJ{IJ 

この規則は、平成21年7月1日から施行する。

( 3）普及啓発専門委員会要項

（趣旨）

平成21年6月111ヨ
烏根大学ミュージアム管程遠営委員会決定

第l この要項は、島校大学ミュージアム管理巡営委員会鋭目lj （平成18年島大規則調~10号）第5

6長第2唱えの規定に基づき、島.:f良大学ミュージアム普及啓発専門委員会（以下 「専門委員会Jとい

う。）の組織及び迷営に関し必~な事項を定めるものとする。

（審議事項）

第2 専門委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。

シンポジウム、研究会、公開務~毒事の企画及び実施
ー ニュースレター、広報等の編集・刊行
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三 その他普及啓発に関する事項

（組織）

第3 専門委員会は、次の各号に婦げる委員で組織する。

館長

〕 高lj館長

三 ミュージアムの専任教員

間 ミユ｝ジアム糸任研究員・学外協力研究員のうちから務干名

2 第 l：項第4号の委員は、館長の抗｛終に基づき、学長が任命する。

3 1事l項第4号の委員の任期は、 2年とし、再任を妨げない。

4 専門委員会に委員長を世き、委員長は餓長をもって允てる。

（会談）

第4 専門委員会は、委員長が紹集し、議長は委員長をもって充てる。

2 委員長に務、故があるときは、高IJ総長がその総務を代理Eする。

附買IJ

l この！！＼＇.項は、平成21年6月11日から実施する。

2 島根大学ミユ｝ジアム専門委員会内規｛平成18年4月28日制定） ！立、廃止するc

( 4）島根大学旧奥谷宿舎活用専門委員会要項

（飽旨）

平成21年6月11El 

島被大学ミュージアム管税運営委員会決定

第l この聖書項lま、島根大学ミュージアム管寝返営委員会規目IJ（平成18年潟大規則l第10-号）告書5

条告書2項の規定に基づき、 烏唱良大学旧奥谷宿舎活用専門委員会（以下「専門委員会Jという。）の

組織及び迩営に関し必繁な事項を定めるものとする。

｛審談事項）

第2 5草門委員会は、次の各号に潟げる事項を若年談する。

島根大字旧奥谷宿舎の遂営に｛系る基本計開｜に関すること。

ー 鳥羽1大学旧奥谷街舎を利用した活動等の企画及び実施

三 その他鳥4県大学：l日奥谷宿舎に関する事；唄

（組織）

第3 専門委員会は、次の各号に錫げる委員で組織する。

館長

ー 測館長

一 ミユ｝ジアムの導任教員

四 ミニ，.－ジアム兼任研究員・学：外協力研究員のうちから若干名

2 第 l；現第4号の委員は、総長の4仕草壁に恭づき、学：授が任命する。

3 1事l；項第4号の委員の任期は、 2年とし、 E専任を妨げない。

4 専門安員会に委員長をi置き、委員長は館長をもって充てる。

（会談）

第4 専門委員会｛ま、委員長カサ7,;ljfし、議長は委員長をもって充てる。

2 委員長に窃放があるときは、 i¥ilj餓長がその職務を代理する。

附 則

この~・JJiI立、平成21年 6J守11日から実施する。
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( 5）埋蔵文化財専門委員会要項

（趣旨）

平成21年6月llEl 
島根大学ミュ｝ジアム管理運営委員会決定

第I この婆項は、島根大学ミュージアム管理運営委員会規則lj（平成18年島大規則第10号） 第5
条第2墳の規定に基づき、 島根大学ミュージアム埋蔵文化財専門委員会（以下 「専門委員会jと

いう。）の組織及び運営に関し必婆な事項を定めるものとする。

（務議事項）

第2 専門委員会は、 次の各号に掲げる事現を審議する。

－ i里蔵文化財の発燃調査 ・ ~;t掘調王:C ·P産総鯛査 － 工事立会に係る是正本計画に関するこ と。
二 埋蔵文化財の修復保存に係る是正本計画に隠するこ と。

三 その他埋蔵文化財に関する事項

（詩脳依） 

第3 専門委員会は、次の各号にf窃げる号号員で

｝ 餓f圭
二 測館長

三 ミ品ージアムの専任教員

凶 ミユ｝ジアム兼任研究員 ・学外協力研究員のうちから若干名

2 第l）京第4号の委員は、館長の推薦に基づき、 学長が任命する。

3 第l；頃第4号の委員の任期は、2年とし、再任を妨げない。

4 委員会に委員長を鐙き、委員長は館長をもって充てる。

（会談）

第4 専門委員会i立、 号委員長が綿集し、議長は委員長をもって充てる。

2 委員長に事故があるときは、福IJ餓長がその職務を代理する。

F>ft !llJ 
l この要項は、平成21年6月U日から実泌する。

2 島根大学ミュージアム専門委員会内規（平成18年4月28日制定） は、廃止する。

( 6）島根大学織内における埋蔵文化財の取扱いに係る判断基準

1 目的

本1ま準l立、 文化財

業に伴う組！蔵文化litの］釈扱U、lこ係る2毒本的な平IJ断1まi¥11を:,tめ、産IU法文化財を適切に保護し、将来

への保存を図ることを目的とする。

2 適用対象

本基準は、烏線大学が所有する会ての敷地内における開発に伴う法蔵文化財取扱いに適用す

る。

3 定義

( 1 ）「試掘制査Jとは、康蔵文化財の有無が地表聞の綴祭主事からでは判断できない場合に、部分

的に発掘する網ヨ査をいう。

( 2 ) f確認調鐙J とは、埋波文化財包蔵地の~閥 ・ 性格 ・ 内容さ李の概要までをtE援するため、 部
分的』こ手在郷する調査をいう。

( 3 )f発椀綱資Jとは、開発事業等に際し、影響を受ける.l1ll.蔵文化財を事前に発織し、詳細な記

録を作成する惜置を執るこ とをいう。

( 4）「工事す会Jとは、 工事の施工に際し、専門総員等が立ち合い、；遺構 ・造物包含層空手が線認
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される等のことがあった場合には、必要に応じて適切な措鐙を執ることをいう。

(5）「慎重工事Jとは、主主蔵文化財包蔵地において工績を行うものであることを十分認識したう

えで依重に施工することをいう。

4 i型蔵文化財として取扱う時代綴鴎

( 1）近ill:までに属する遺跡は、原則として会て埋蔵文化財として取扱うこととする。

( 2）近現代の遺跡については、島根県や各市町村ならびに烏根大学の歴史解明のためにAl!繋な

ものを埋蔵文化財として取り扱うこととし、その決定は、 烏根大学ミュージアム短波文化財専門

委員会において行なうこ ととする。

5 f発嬬伊j査Jを裟する純閣の決定

機員長文化財の 「発採！~純資j を要する範囲lま、 ぞれまでに行われた務湖査の成果に1Jnえ、必裟に

i;i'_：じて「試線網査J.「硲総潟:i!tJ喜専を実施したうえで、鳥羽2大学ミュージアム組織文化財専門委

員会において決定する。

6 捜語英文化財取扱いの判断基準

開発電F業に｜祭しての主主蔵文化財、の取f＆いについては、次のj尿員ljと別表Lこ1毒づいて、「発掘調査J
その他の婿鐙を講ずるものとし、その決定は、島根大学ミュージアム綾蔵文化財専門委員会にお

いて行なうこととする。

( 1 ）次の場合においては、 「後摘i絢:i!tJを災施するものとするの

ア 工事によりi盟磁文化財・が掘削され、継機される場合。

イ 捌削が獲量英文化財に影響を及ぼさない場合であっても、 工事によって地下の綾磁文化財に

影響を及ぼすおそれのある場合。

ウ ｝略的な工作物の数位や感土 ・腹立の場合であっても、その重さによって地下の.!fil蔵文化

財に影響を及ぼすおそれのある場合。

エ 恒久的な工作物の設霞や記長土 主主立により、埋蔵文化財と人との関係が総たれ、当該燦波

文化財が鍛；峻したのに等しい状態となる場合。

(2）次の場合においては、 「工事立会」を行うものとする。

ア ー略的な工作物の絞鐙やmt土 ・主主立で、現地で状況を線認する必要がある場合。

イ 恒久的な工作物のE主主主やJ勝士 ・埋立の場合であっても、将来的に発概調査が可能な条件が

j前たされると判断される場合。

(3）目見に行われた土木工事等によ り埋蔵文化財が横様を受けた純｜郡内の工事で、J.m講義文化財に

新たな影響が生じないと判断される；場合等iま、 f慎重工事jの措澄をま梓ずる。なお、施工中にi定
機・造物を発見した場合iま、速やかにミュージアムに連絡をとり、所定の手続きをとる。

7 島級県教育委員会・関係市町村教育委員会との迷携について

；殴店主文化財の取扱いにl羽しては、 J制民県教育委員会をはじめ関係市町村教育委員会と充分な速

携をはかり、慎重に判断するものとする。

8 開発計画からliii罪文化財取扱いまでの流れ

開発計画から獲量英文化財取扱いまでの流れは、別図』こ1毒づいて適切に進めるものとする。

附則

本基準l立、平成18年4H 1日からi通用する。
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別表
工事内容 ・種類 取mぃ

工事により1!1.¥ii官文化財が熔削され場務、鍍合理草壊でをさあ汲れはコるすて場おも合そ‘ 。 計開調発日事な業記主録宇にを際11，成し、す事る前。に「発抑制恋Jを実施し、
品量4手削itl:4旨ーが狸純文化財下に側i直接及文化ば財ないエh によって地の に

・通殺よっ：あてや：年jる鎌地場以下土合上の・主。の！f:lZ耐何久虫の；肢化場財を合ふに有で影しあ響なっいをて及一も時ぼ、的すそおなの3そE作れ立物のさのにあ

・総iにる晶11.1ゃたなf~れる·~·年土場、以合当・滋。該上立立のg掛蔵にけ文よ、化HりE財を、荷tが¥IU,繊し域草文た壁化阻し財久た的のと人なに等工と作のし物lい朔係状の託が態金

道路
原さ2m以上の恒久的な磁土 ・組i:<Z
校舎 ・共同様等の述書毒物 製純物

．一l時時的な工f作t物の設あ扱や誕必合E士 M均問I巴l｝立工－でt、王現l足z地で1紗F
工合そを総事当記ずの事絡録がる二君。を臨l誌中と記に調れ査る等事員が立こちとがす会い、 iたfH場逃再・逃にな十物は苦包を確認する必~がる場 。 寄 さり、 工 の械 受 ある等っ、 合切 俄、

ー憶判も久、l訴的将さ来れな的る工作湯に幼保合持の。E自削主自査主やが締可能士な。腹条立件のが満場合たでされあっるてと

巡路 ー歩漏話道H石・7・議員E話r・・・・・
野五主場・鋭技場
軍E恕場
公闘・緑地

w.きZm来語唱のt買久的な盛土 ・邸玄

・ふ合王る見、等。事が事税事の之施J副酪t立4体なF的うくドi理J存変合するl.!l1磁よ文り化外財が 』所帯
寸ー :c:に 地 の 化tこ 、 制よ
イE でき なる場

11:1;に行われた土木工事itZでw，毒、事によ文り製減lij文化新財たが娘影壊響がを
現球こ蔵物と文をを化先十と曾見財る包悠し波総た地助し合にたは牟つい、え速でて工や．供事か養をにに行ミ総ュう工ーもしのジ、逃でア鱗あムるに・受£けた事喜朗とl判＊JQ）.：事E 場、思合1磁 化 に な

じない 即f る 。
述絡を 。

別図 開発と埋蔵文化財取級いについてのフローチャート

I施設費制！助金l 1 ! I造営資交付金｛学内予算）J 1 
i施設慾備町長期制溺 i: 年度ごとの常務工事計画
！総~~甘ii綴•$.J:婆求 ! : 政策的環境；＼＇：築工事 前箇

J一一一一一一… 1・H ・I・－一一一－－－－－－－－－一一ー

｜ ミュージアムに割t告 ｜ 

1 
選跡地闘による~)iii文化財包誠地か
tiかの平I）臨！？

周知jO)包絞池
周知でない包括主治

必要に応、じて総長Z刻張 ⑥ ｜ 

ぬ根県教育委員会

・m地撚まま と協議 ・述t持
・3式奴潟fま

1 
｜埋蔵文化財の為曲、をf;J出r（！ゆ ｜ 

ミコージアムJ皿機文化IIJ専門委役会で取扱いや調査を基本計画等を決定

Ut i'J.t 'l'U需助金1

遺構迂I紛が
ー官 嫌湾、された場合

！ 文剥！~，干i n決定 : h学一学一一内一予
•Hi認された場合

発

婿

編

:&: 

工

事

立

会

事f接工直

関係剖l面従iE I I 発援部31,:<7Xt I I 工事官会 ② I r 慎重工事①・工 ｜

干
ミュージ7ムZ主総I：化財噂門委員会で湖査終了報告 ・取f，担いを決定。 母〉

（注）
①遺構迂I物を姥認した場合、 「3監初、発見！罰Jを良品！IJi¥数脊委員会 ｛市町村数時受員会経由｝に提出。
@r駐車華文化財事長抱腐（文化財保護法｝自信仰条第 J:rj/Jをl¥1'13'1:（工事）開始liO目前までに烏根県教背委員会｛司｝

日l村教育委員会縫白）に提出。
G>r主臣蔵文化財発搬船（文化財保説法92条第1~） Jを剥悲開始30目前までに島根l県教育委N会（itiPlf村教育

委員会経由）に提出。
c造物を発見した場合、 f ijR成文化財発見届Jを所聖書餐祭器に純白。
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2 組織

( 1 ）組織構成と構成員

館長

副館長

管理運営委員会

噂門委員会

－埋蔵文化財専門委員会
事務 尊任教員 兼任 学外協力

－普及聖書発専門委員会

・島根大学旧奥谷宿舎活用専門委員会 （研究協力課） 職員 研究員 研究負

図1 ミュージアムの組織図

官官 長 生 物 資i線科学総 教 授 松聖子 t章 （＇It成21年9月30日まで｝

教育学部 数 綬 正久 （＇I被 21年lOFJI白から）

泌 総長 ミ斗ージアム 括主教f受 令下和宏

後任研究員法文学部 教 綬 大1喬泰夫

法文学郎 ；仏教綬 iJJ悶康弘

法x:.学部 議教授 岩本 主方佐、． 

波文学都 持主主主；受 小林准士

法文学部 荷主教授 西国 オt
法文学部 准教授 飯野公失

教青学部 数 J受 ~本 .il久 （平成21'1'9月30日まで）

教育学部 教 授 大谷修司

教育学部 話t教授 作野 広帯日

医学部 教 授 小林絡太

総合理工学部 教 j萱 三；j飯 良和

総合理t学古I> 日｛数綬 i筒;lj：宇I·『~，

生物資源科学部 教 J受 片:ffiil成夫

生物資i除科学部 rft教綬 秋吉 炎在住

生物資源科学部 J世教t量、 山岸主門

生涯学習教育制先セ ンヂー 教 j萱 ｛中野 究

国際交流センター 教 授 安Ji 安則

学外応力磁究員 松江市政策古I,政策企l直ill'.!! 総長 藤原発足ま

車t 員研究協力r,,I! 技術宇田、佐貝田中 浩 子

( 2）管理運営委員会

委員 長 館長 教授 松野 i章 ｛平成21,1ト9月30日まで）

教 授 tiド 正久 ｛平成211f.10月日付、ら）

:;:;, 、 ~ MIJ館長 ・°iJl任 高庭教授 曾下和＊

法文学部 教 綬 大橋 泰夫

教育学官官 教 f受 .ff; 正久 〈平成21，ド9月30日まで）
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教育学部 J住教綬 イti'f’ rJ:；、事日（平成21年10月l日から｝

医学部 教 授 安井幸彦

総合理R工学音1; 教 授 横閉修一郎

生物資源科学部 教 授 北村愈二

附柄図書館長 教 授 SJ!川正人

総合情報処理センター長 事主 t受 !!!'f閉営失

主主託【学'&I教育研究センタ｝長 教 授 山下 政俊

( 3）専門委員会

埋蔵文化財専門委員会

委員長館長 教 授 松野 熔 （平成21年9月:io日まで）

教 授 材C 正久 （平成21年JO月i日から）

委 員百ljt1'ii長専任 機教授 合下手目安

法文学部 教 授 大橋 理長うた

法文学部 被教授 山IE 康弘

法文学部 J住教授 岩本 酒＂＇色

教育学部 教 授 ＊宇 正久 ｛平成21年9月30日まで）

医学部 教 授 小林裕太

総合1里工学総 教 授 三獄良和

是正：合理2工学部 ；≪；教授 湖jj：・哲弥

生物資源f.l学部 教 授 片桐成';I;:

普及啓発専門委員会

委員長館長 教 t1 松聖子 t章 ｛平成21~9 月、30日まで｝
教 j霊 林 疋久 ｛平成21年JO月1El 1J、ら）

委 員 削館長 .占智i任 ijt教授 合下和官官

法文学部 J能教授 小林可i：士
法文学部 司E数t長 西 ｜刃 策

教官学ii匹 教 授 中本 正久 ｛平成21年9月30日まで）

教管学古II 教授 大谷修司

医学部 事え 綬 小林俗太

総合練工学部 教 授 三瓶 良税1

総合理工学部 i仏教授 酒井哲弥

生物資源科学部 ｝輩数j交 秋吉英雄

島根大学旧奥谷宿舎活用専門委員会

委員長餓長 教 J長 松野 t章 ｛平成21'$9月初日まで）

教授 林 正久（平成21年10月l日から｝

丹両 長 回j館長 専任 i住教j受 t言－r税I宏

法文学：吉II ,jfi教J受 飯聖子公央

教育学部 i龍数綬 千1：野 広和

医学部 教 J交 小林総太

生物資滅科学者｜； ,jt教授 山岸主門

生i医学資教育研究センタ』 教授 1111野 寛

国際交流センター 教授 安I金安），！I)

学外協力研究員 言語障主 義彦
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II 活動報告

1 主な活動日誌抄

平成21年4月
4月4日（土） 烏棋大学公開百年/!If「第4回・ 烏根まるごとミュージアム体験ツアー一松江城下町

を歩く一J第1回開催。松江市橋北地区見学。

4月11日（土） 島根大学公開講座 「第410 島根まるごとミュージアム体験ツアーー松汀．坂下町

を歩く－J第2恒｜開催。松江市機街地区見学。

4月27日（月） 大学ホールの工事tこ伴う試擬線五年災施。縫員長文化財惣門委員会 （現地検討会）開

｛催。

4月278（月） ミユ｝ジアム管JJll遂常委員会開催。

平成21年5月
5月21日（木）～22日（金） 大学博物館等協談会2009年度大会・ 第4lill博物科学会（於鹿児島大

学）出席。

5 ｝~ 30 日 （土） 第11回ミ品｝ジアム市民総膝「島線大学樹木探検J開催。

平成21年6月

6月31:1 （水） 島根大学旧奥谷宿舎i活用2事門委員会開催。

6月8日（月） 島棋大学l臼奥谷街舎活用線門委員会開催。

6月9日（火） 松江ろう学校高等音ISの生徒が校外授業でミ品一ジアム見学。

6月238（火） /I日傘小学校・大学探検で、3年生児盆30名がミュージアム見学。

6月27日（土） 第12回ミュージアム市民総~「烏紋周辺での日本海の形成は“洪水”とともに始
まった？島根半鳥の地層カミ記録する日本海の成I)Y.ちJ閃｛能。

平成21年7月

7月7l:l （火） ミュージアム管理運営委員会開催。

7月11日（土） 第13回 ミユ｝ ジアムi'li民議~「松江平野の土地条件と水答j 開催。

7月13日（月）～16日（金） ヘリポー ト・格納庫建設に伴う烏線大学出雲キャンパス榔内遺跡試誠

調張。

7月16日（金） 埋蔵文化財専門委員会（島根大学出雲キャンパス構内遺跡試掘調資現地検討会）

関係。

7月25臼（土） 夏休み子どもミュージアム体験教室日11の健康診断をしよう リ雨天のため中止。

平成21年8月

8 ｝ヲ3目（Pl) 干白書i県の受験:'t.がキャンパスツアー参加。

8月8日（土） 島製大学：オ｝プンキャンパスで参加者ーがミュージアム見学。

8月8日（土） 第14図ミュージアム'jp司民t講座「山陰の弥生遺跡からみる環日本海交流J鈎催。

平成21年9月

9月181:1（金） 三重大学、ミュ｝ジアム視察。

9月19日（土） 第15回ミ品｝ジアム市民t露店 「l幻陰の化石群からわかる1600万年前～1200万年前

の地球環境変動ー温暖期から寒冷期へーJ開催。

9月30日｛水） 川津小学校隷タ悦受業 「問探検に出かけよう ！Jで児堂がキャンパスツア｝参加。

平成21年10月
10月3日（土） 島根大学ホームカ ミングデーでキャ ンパスツアー開催。

10月3日（土）～11日｛日） 附属関書館企画展示にあわせてミ品ージアムも特別j開館。

10月8B （氷） 烏線大学｜日奥谷宿舎活用専門委員会開催。

10月13日（火） ミュージアム管迎i韮営委員会開催。

10}~ 10日（土） 第16回ミュージアム市民講座 「中i骨・宍道湖の底資環境と地縁環境 ・地球資源J
関｛催。

10月20臼（火） ま毒液会 「松江の宝 ・島根大学旧奥谷街舎への想、いーカルシュの足跡と残した体
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栄一j開催。

10月21日（7]() 烏根大学旧』柱谷宿舎修復工事後工記念式典準行。

10月24日（土） 烏棋大学11'1奥谷宿舎が一般l旬itfこオ｝プンo

!OP/ 24日（土）～11月29日（日） 企画展示 「松江rlr,t故知新江戸～平成のひと・まち ・なりわいJ
開催。

10月24日（土） 法文学部オ｝プンカレッジで20名の学生がミュージアム見学。

10月26日（月）～11月25日（水） 島板大学構内遺跡第18次発掘絢査（松江キャンパス第 l体育館東

｛則）実施。

平成21年11月

llrl 5日（木） 昭和38年度島根大学教育学部卒業生15名がキャンパスツアー参加。

11月13日（余） 稲山市の受験生がキャンパスツアー参加。

11月14日（土） 第17回ミュージアム市民総Im「岸崎佐久次と出右翼図風土記j開催。

lltl 19日（木） 窓際文化財専門3委員会（島銀大学鱗l勾遺跡第18次澗査現地検討会）開催。

11月21日｛土） ミュージアム出張授業（山｜途インテリアコーディネート協会研修会）で奥谷界隈

師I歩き防H続。
11月21日（土） fまちなみ たてもの探検ツアー（NPO法人まつえまちづくり製烏根県主俄）J

で島線大学旧奥谷宿舎見学。

11月25日（水） 山陰ケープルビジョン ・マープルTVの番組 「絞江 美の遺産Jで烏線大学｜日奥

谷宿舎を搬彩。

11月28日（土） 島根大学公閲講座 「第5回 ー島根まるごとミュージアム体験ツアーー削工業の

JI可・松江市石橋町のj鋭機 ー醤油産去をめぐるーj第l回開催。松江市石織田］ 「李白

i酒造」見学。

平成21年12月

12月5日（土） 島根大学公開議m「第5巨I.島根まるごとミュージアム体験ツアーー悩工業の

町 ・松江市石橋町の、滋店主 ・醤油絞をめぐる－J音声2回開催。松江市石橋町 「カネ

モリ醤t由J見学。

12月12日（土） 冬挙子どもミュージアム体験教室「クリスマスを通じてドイツ文化を体験しょ

うJ>J開催。

12月12日（土） 第18回ミ ュージアム市民講座「島根県における明治時代の漢詩j開催。

12月14日（月） 県立機関尚校生徒20名が大字訪問でミュージアム見学。

12月21日（月） 島根大学附属小学校児童30才当がミュージアム見学。

12月28日（月） ドイツ人留学生が｜日奥谷宿舎見学。

平成22年 1月

l月13日（水） 島根大学旧奥谷宿舎で 「みのりの小道（生物資源科学部主催）」開催。

l月23日（土） 第19悶ミA ージアム市民講座「松江13iお天神絵図のデジタルイヒと土地利燐の復

元J開催

平成22年2月

2月初日（土） 第20回ミユ｝ジアム市民講座 「絞江のまちの移り変わりJ開催。

2月20日（土）～4月16日（金） 企画展示 「旧制松潟 ・師範学校時代の学問と教育J開催。

2月21日（日） 企画展示 「旧制松高 ・師範学校時代の学問と教育Jギャラリ｝ トーク開催（2010/
2 /21) 

2月23日（火） 花図大学学生25名がミュージアム見学。

平成22年3月

3月6日（土）～3月7日（日） 「まつえ城北まちあるさ（NPO法人まつえ ・まちづくり狼主催）J
で烏根大学｜日J処谷宿舎見学。

3月6日（土） 第21回ミュージアム市民講座 「明治の博覧会と f出雲石見魚漁図解JJ開催。
3月6B （土） 烏根大学｜日奥谷宿舎で、 fみのりの小道 （生物資源斜学部主催）J開催。

3月6日（土）～3月22日（月） f奥谷タイムトンネル2一統・古くて新しい烏織をきがしにー（ど
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こでもミュージアム研究所 ・島線大学ミュージアム共｛様）J開催。
3月27日（土） 務休み子どもミ A ージアムイ本署員教室 「春をきがしてみようリ開催。

2 標本資料類等の収集・整理・保管 ・調査研究

( 1 ）標本資料類等の収集

下記の資料の寄贈を受けた。

資料名 受入元

旧世IJ松江高等学校ドイツ言語教師 ・ハンス 金銭修氏（元島根大学長・旧制

シエLワルベ0＇.’災 絞江筋書年五y・4究同窓会長）

数 .

l枚

備 考

・・ー・・4・・・・・・伺圃・・・ー・・・・・←・・ー・・ー・・＋・・・・・4・・・・・ー・・骨骨・－－－，四・・骨’伺－－－・ ・・・・．．．”・・・圃岨・・．．回・p，圃骨輔・－－－－－ー・・・・・＋・・－－－－圃骨輔．．－ー・ー・・ー．骨・・・ー・・4・輔・ー・・・4 ・・・・w，ーーーー・・・・ー
氷袋面lfヘルンさん どこへJ 告白1語＜ .石総割高氏 l点 綴喜志

( 2｝標本資料類等の整理・保管

島線大学構内遺跡ill土途物や上記線本類宅李のミユ｝ジアム所蔵資料l立、ミュージアム本館の建

物内収蔵室において適切な環境のもとにま農政 ・保管している。

( 3 ）標本資料類等の鯛査研究

①烏t良大学機内遺跡l品土遺物の研究

rn-6 本学構内の埋蔵文化財の取扱いJで後述する。

②烏根大学及び前身；絞に関する資料簡査

本学芸事務局が所蔵する本学や前身校の写真、行政文書等を収集し、ヰキに島根大学旧奥谷宿舎（！日

制松江高等学校外国人街舎） や本学に従事普していた過去の著名な教官毒事について舗恋した。

3 標本資料類等に関わる教育、普及啓発
( 1 ）入館者数

松江キャンパス

学内の展示施設のうち、ミユ｝ジアム本鋭（ミュージアム営轄）と山陰地域資料展示釜（汽水

域研究センター管i総）の入館者数は下表の通りである。

ミュージアム本長官は、平日 （月～金）の午前91時～午後4時30分開館で、日古関内I立見学者を随

時受け入れる体fl~Jになっているが、 山陰地域資料展示室は、逸話’は閉鎖されており、見学希E望者

のみに2案内するため、団体見学者が多数を占める給来となっている。

10月の入館者数が多い繋悶iま、特別授業 「烏大ミュージアム学 （受議長ま録者238名）Jで見学し

たためである。冬季には見学者数がやや減少する傾向がみられたが、 i 月を除くと~J年にtヒべて

己文3昔
次年皮以｜徐、さらに広報 ・周知をはかり、 lヶ月あたりコンスタントに100人以上の入館者数

高官保を目指したい。

また、小規模展示室主が分散し、ミュージアム本館以外が通常閉鎖されている現状では、 飛び込

みの見学者を惚やしにくいため、ある程度の面積をもっ一元的なコア展示室の猿俄について今後

とも粘旬強く要裟していきたい。

平成21年度の入館者数（島根大学ミ ュージアム本館・山陰地域資料展示室）

＼＼＼  
4 ・ 5 6 

月7l ~ 月9 10 : ll 12 ~ l i2i3 ；；叫"' 
）司 ：月 月 月月 月 月 月 ： 月

ミzージアム本総 76 1 31 83 72 46 52 158 i 42 80 ! 28 i 46 i 28 i 742 ． 

Ill陰地餓
21 l O i 41 5 35 18 316 ! 20 , 71 ! 0 ! 28 i i 556 

資料展示室
1 

・ ． ‘ 司． 

言十 97 ! 31 i 124 i 77 81 1 70 474 ! 62 ! 151 i 28 : 74 29 i 1298 
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松江市奥谷町サテライト：島根大学｜日奥谷宿舎

松江市奥谷町にあるサテライト施設 ・島根大学旧奥谷街舎は、平成21年10月21日に竣工記念式

典を挙行し、 10月24日から原則、土日祝日のみ開館している。入館者数は下表の通りである。

10～11月のオープン当初は、報道の影響等もあってか、多くの入館者数をみた。天候の惑い冬

拳に1まいり、若干減少しているが、2月後半から 3月にかけて再ぴ得力日傾向に転じている。 3月

の入館者数機Iま、どこでもミュージアム研究所主催のアートギャラリーf奥谷タイムトンネル2J
による部分が大きい。

l年自の滑り出しは、ひとまず好調であったが、 2＂￥回以降、持続的・安定的な入館者数の磯

保を目指していく必要がある。定期的なイベン ト・展示会の開催 ・誘致、松江市等とも協力した

広報活動等を今後とも進めていきたい。また、現状では松江市内在住の見学者が大半であるため、

近隣の松江放や総見純手の観光客をいかに宿舎まで誘~するかが錬題となる。これについては、

松江市観光パンフレアトへの掲載や旅行業者との提携等様々な対策を総じていきたい。

平成21年度の入館者数｛サテライト：烏線大学｜日奥谷宿舎）

土眼目 日限目 祝日

10月21日～ 175 ( 2日） i 54(1日）

11月 176 ( 4日） i 99 ( 5日） 57 ( 3日）

12月 89 ( 4日）

l月 34 ( 4日）

2月 66 ( 4日）

3 fl 229 (4日）

制 769 (22日）

* ( ) I勾は閉鎖日数。

( 2）常設展示

58 ( 4日） 6 (1日）

56 ( 4日） 8 (1日）

120 ( 4日） 5 (1日）

184 ( 4日）i 51 ( 1日）

571 (22日） ! 127 ( 7日）

その他 言十

150 （竣工記念式典等、l日）！ 379(48)

231 （授梁等、 28) i 563 (141ヨ）

27 （授業等、 38) ! 180 (12自）

30 （イベン卜、 l日） i 128 (10日）

! 191 ( 9日）

ー i 464 ( 9日｝

438 ( 7日｝! 1905 (588) 

島根大学ミュージアムは、学内にある様々な展示施設資料を 「まるごとミュージアム」とし

て位置付け、総称したものである。 3":.な展示施設－内容は以下の通りである。

①松江キャンパス

・島根大学ミュージアム本館

王寺本良大学ミュージアムのコア施設。島根大学のキャンパス内は、大学ミュージアム（平成6～

17年度は埋蔵文化財剣交研究センター）によって、永年にわたり発熔調盗がおこなわれており、

主に、こ うした島大キャンパス出土の考古資料を展示している。 また、本館には、ミュージアム

総員が常駁し、島根大学ミュージアムの総合案内、情報禿イ言毒事を行っている。

＜祝休日を除く月～金・午前9時～午後4時30分開館。開館時間内は自由に見学できる。事前に

予約すれば、 1)l休日でも防館。＞

．正門門柱（園登録有形文化財）

1924 （大正13）年3月建造。松江市忌昔日産の花筒岩（白御影石） ~誌の正門柱2、脇門往2 から

なる。旧制松江i潟等学校の正門として制作・使用された後、烏：根大学の正門として受け継がれ

た。2007（平成19）年5月、国後録文化財に去を録された。

• r総合理工学部j 研究紹介コーナー｛総合理工学部3 号館 1 階ロビー）
総合理了学部の教育研究内容や所蔵標本のー邸を展示。

＜祝休日を除く月～金・午前8時30分～午後5時開館。関鎗時間内Iま自由に見学できる。＞

・ミ二学術植物園 「みのりの小選」（生物資源科学部練周辺）

生物資源科学部によって遂営されている、くつろぎながら学べる植物闘。花君主等のほか、研究

成果や夏知殺害事を説明したパネルを配低。受信ll作業にl止、学生や地城市民も参加している。

く年中無休。自由に見学できる。＞
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• r古代出雲文化資料翻査室」 展示室 （ミュージアム本館北隣）
法文学部考古学研究室が所蔵する考古資料の一部を展示。 1953（昭和28）年、文理学部の一室

に設けられた標本室が、 1978（昭和53）年、法文学部｝た史学際抑in草となり、 2005（平成17）年3

月、 「古代出雲文化資料調査室J2階に移設された。膨大な最の収蔵資料は、故山本i宵名誉教授

によって収集されたものや旧制l松江高等学校に保管されていたもの等からなり、日本考古学を研

究するうえで貴重なものが多く含まれている。

＜章者段は閉鎖しているが、見学希箆者は、ミュージアム本館の職員に申し込めば開館する。＞

・山陰地域資料展示室 （汽水域研究センター 1I諮内）
汽水域研究センターの前身である1.l!陰地域研究総合センターが中心となり、1987（日併日62）年

10月に「山陰地域研究総合センター資料展示室Jが開設された。本展示室は、 1992（平成4）年

4 ）ヲに汽水域研究センターが設置されたことに伴い、 これを引き継いだものである。 動物線本、

化石 岩石様本、考古資料等、ill陰地減 ・汽水域Lこ関わる線々な分野の資料が総合的に展示しで

ある。

＜祝休日を除く月～金 ・午前9P寺～午後4時開館。見学希望者は、ミュージアム;;j.，官官の職員か汽

水域研究センタ一事務室の職員に申し込めば対応。予約不婆。＞

・ 「同窓会連合会J展示コーナー （附属図書館 1階内）

烏i阪大学や前身校である松江高等学校・烏根師範学校 －島根幾科大学等の学校史に関わる写

真 －資料等が展示しである。

く祝休日を｜徐く月～金 ・午前101時～午後3時院l餓。開館l時間内iま自由に見学できる。＞

・附属図書館本鎗

附属図容館本館には、｝般の蔵省のほか、 j膨大な最の古文書、絵図、 貴重資料毒事が所蔵されて

いる。正面入口を入って左側にミニ展示コーナーがあるほか、 3階に小泉八雲関係の書籍 パネ

ルを展示した「八雲文庫 （8 : 30～17: OO)Jが設けてある。

＜開館時間 月～金 ：午前9時～午後91時30分（授業のない期間は午後5時まで）

土 ・日 －祝休日 ：午前10時～午後5時30分（授業のない期間は休餓）

休館日 授業のない期間の士・日 ・祝休日、定例図誉教理日 （偶数月第4水U韓日）

年末年始 （12月29日～ 1月4日）、特別主恵理期間 （8月中旬及ぴ3月下旬）＞

・「菅田ヶ丘古境J移築展示

第2食堂の椴には、移築復元された 「菅沼ケ丘古墳jがある。もとは、ここから西方約50n1

の丘のよにあった、長さ約30n1・高さ約3.5mの古境。5世紀後半頃につくられたと考えられて

いる。

く年中無休。 自由に見学できる。＞

②出雲キャンパス

・附属図書館医学分館

附属図番館医学分館には 、 一般の蔵舎のほか、大森文庫、 古l表替、明治以前の医療~具毒事があ

る。このうち、21轡閲覧E昼前廊下には、 書Z問1苛洲の業績、大森不明裳三楽が学んだ塁審問i此医術、

不明~の医学室長生活、 地元母箆滞に帰国後の大森喜匡の診療等、 10枚のパネルで、 大森文庫の内容

を概綬するこ とができる。

＜開館時間 月～金 ．午前9［時～午後8時、土・日 ・祝休日 ．午前！OP寺～午後4時

休館日 年末年始（12月28日～ 1月4日）その他分書店長カf認めた日 ＞

・平野勲画伯ギャラリー（附属病院総合ホール内）

附属病院総合ホールのー角にて、地元山雲市の出身で、ふるさとのまつり ・郷土芸能を描き続

ける著名な没｜商家・平野勲商伯の作品を展示。

③島根大学旧奥谷宿舎（旧制松江高等学校外国人宿舎） ：松江市奥谷町サテライト

旧制松江高等学校外図人教師（1!1!~間川市）向けに建てられた 2 階建て洋風建築の官舎。 1924（大

正13）年11月 竣工。戦後は、烏根大学の外国人数飾宿舎、総員宿舎等として利用された。 2007
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（平成19）年5月、国登録文化財に主主録された。今年度、修復工事を実施し、 2009（平成21）年

10月にサテライト施設としてオープンした。

現夜l立、 111皆常設展示室q渇で 「写真由令舌る島根大学の歴史と！日奥谷宿舎Jを開催。

＜原買IJとして土 日 祝休日・午前10時～午後5時開館＞

( 3 ）企画展示

①「松江温故知新一近世～近代のひと・まち ・なりわい－J
主催 烏根大学ミエ｝ジアム・ 島根大学 「歴史・文化資源を活かした地：峻まるごと ミュ｝ジアム

化災践プロジ：ク トJ
後鍍松iI閑J荷4（均年祭推進協談会

協力 烏線大学附属図沓；館

期間 平成21年10月24日（土）～11月29日（日）の土日祝日 10 : 00～17: 00 

会場 烏根大学旧奥谷宿舎（松江市奥谷町） l階多目的室

内容

烏根大学プロジェクト研究挺進機構 ・萌芽研究プロジェクト「歴史文化資源をi活かした地域

まるごとミュージアム化実践プロジェクトJの研究成果を展示。

まに烏根大学附属図書；館の所蔵資料をもとに、江戸時代から現代にかけての松江の歴史 ・文学

について fひと－まち ・なりわいJをキーワードにして解説する。

展示大テーマ 展示小テーマ 展示資料

l城下111rの歴史 1 -1.地図 ・古写真でみる城下町 －「松江城下町絵図〈熔尾銅＞ （複製｝J
－「松江城下町絵図く松平期＞（複製｝J
－「国土地理院作成の明治・大正の旧j仮

地図（絞i工）J
・今附着目線Ji!/の省写真

・・・ー・・・・・・・・・・・・・・←・・ー・”・・ー・・・・－－－－・＋・・ー・・ー・・・”・・”’”・ー 骨骨四・・四・F伺開司F・・4掴・.・・・4・ー・・・・・・・骨字情・4酔掴骨・輔・．．．，伺骨骨四．，悔＋・ー・・・唱句帽
1 -2.松江；の人口 －解説パネル

2.松江の産業 2 －］.明治はじめの松江の漁業 f出雲然、i句図解j
4・・・4・・・・・ー・・＋・．骨輔陪＋・・ー・・4・・・4・・ー・・・・・4’・・ー・ー・・ー・・＋・．．．．． ．ト伺”ー・・ー・・4’・・＋・・4・．．．圃骨輔圃＋・・4・・・・・・＋・・ー・・4・．．ド輔圃ー・四ー・・・・・ー・・・F圃
2-2.初代録江市長 子高岡世街、の絵 －解説パネル

江振興策

3松江の文学と学I旬 3 -1.松江漆の文学 ・f類題八雲集j

. r出2韓国名所歌集j

. f三巴八雲の仇討j

. r委員品秘司王記j

角草紙パネル
．骨司F個・4・・・・・・・．．‘’両副句園町’・ーート，．，明岨・・・・ーーー・ーー．偽骨骨開.a・.・・・・・・F剖・・ー 司『‘・・・・噂岨・・ー・幽・ーーーー..・・.....”・・回・，－－－－－－－・・．．．．．．．．．陶陣ーーー・M・・・・
3 -2. t~r工簿の学問（熔的友久次） . r出雲医｜風土記妙i

解説パネル
..・・・4・・ー・・・・ーー・．，輔・4・・・・・ー・・＋・．骨骨．骨圃・・・ー・・ー・・ー・・・・・4・． －一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一・
3-3.明治の文学 . r松江竹校j
.....一一一一一一一一一一一一一ーーー一一一一一一一一－・・ー・・4・・・－－－－－ー．陪骨輔・4・・・・・・ーー・d砂個・・・ー輔圃ー・・＋・・ー・ーー・・ー・・4・・・4・・ー
3 -4.旧制松江高校の学問 解説パネル

②『旧制松高・師範学校時代の学問と教育一足立文庫の図書を中心としてー」

主催 烏線大学 fH霊史 ・文化資源を活かした地域まるごとミュージアム化笑践プロジ： クトJ. 
島中良大学附属図書：館 島根大学ミュージアム

I貫主 l刻］

期間 平成22王手2月20日（土） ・21日（日） ・27日（土） ・28日（日） 10: 00～17. 00 

会場 烏棋大学旧奥谷宿舎（松江市奥谷町）・ lI；皆多目的蜜

（ギャラリー トーク： 2月21日（日）14 . 00～15: 00、講曲目 ：回中買lj燦烏狼大学法文学部教

授）
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［；事2jlJl] 

期間 平成22王手3月1日（月）～ 4月16日（金） *3月20日～28日休館

会場 烏線大学lift属国言書館本館 11締ロビー

内容

烏線大学プロジェク ト研究錐進機織 ・ 萌~研究プロジェクト 「l援史 － 文化資w;i：を活かした地域

まるごとミュージアム化実践プロジェクトjの研究成果を展示。展示制作は、主に田中則雄・法

文学部教授、昌子喜f言・図書情報課情報サービスグループリ ーダーによる。

鳥;j'Ji!大学の前身校にあたる｜目前IJ絞江潟等学校 ・松江師範学校は、文化的功綴を残した人々を多

く輩出したことで知られている。当日守使用された審物は、現在ff/;棋大学に引き継がれているが、

その中に教師と学生たちが学問に励んだ痕跡、を見出すことができる。また、松江の1也で近代高等

教育を受けた人が、さらに研鍍を積んで自分の学問を発展させていったことも、残された審物か

ら緩い知ることができる。

今聞の展示では、 ti｝江例l範学校』こ学ぴ、郷里境港の発展に務めた足立正 0864～1947）の旧波

書主である足立文J車と旧制松江潟等学校時代の絞舎を通して、 当時の学問と教育の－~I を紹介す
る。旧制l松江高等学校ゆかりの島根大学i日奥谷街舎を会場に、審物を通じて当時の人命の学びの

姿をi包んでもらう。

展示大テーマ 展示資料

1.足立文庫と足立正 ・足立文庫 （近世小説く読本・滑稽本 － ~銭〉、海T誕3湾ヌt,:等文学l瑚

係の図書、近世の教科舎.~）ll舎、足立正の自鋒本）

・解説パネル

2.漢詩文と師範学校時代の教科谷 ・松江市二代目前長j'.¥'j紙袋比のi英詩集 f務後誇称j

来線fil}次郎の叔父であ申書量父であった若似敬の淡詩集

－師範学校の数字ト轡

解説パネル

3師範学校 ー松i窃時代の殺害 師範学校、 ｜日削l松江高等学校の正薬害

－旧制l松江潟若手学校学生が恋愛について裁き込みをした武者小路災

篤著 f友情j等の隠l欝

解説パネル

4.松高時代の教科診と松お出身者 ・｜日剣松江筋等学校で｛吏期されていた教科舎

旧制l絞i工高等学校卒業生、永列際博士から寄贈されたf長崎の鐙j

型車著名入市自宅i8t冊

解説パネル

( 4）展示案内・キャンパスツアー等

①展示案内

ミュージアム本館｝こ来館した見学者｝こ分かりやすく展示解説したり、別の場所にある展示施設

に誘導 ・案内したりした。

なお、 平成21＆ド10月3日（土）～9日（金）、必江市立中央図書主館 ・島根県立図舎官ll・島線大学F>ft属

図書館3館合間企蘭展示 ・講演会実行委員会主催「江戸を旅する 明治に学ぶ一山｜食の依史、経

済、教育・文化－Jの連勝企画と して、 「大学ミュージアムを歩くjを開催した。期間中は、

ユージアム本宮古・ Lli I途地域資料展示釜に常駐し、来館者に展示鮮鋭をした。

②キャンパスツアー

地域市民、学校、学内教職員等から予約をうけて、下記の①～③基本コースを中心に、 学内の

展示施設等を解説しながら案内した。

①旧市IJ松江高校～島根大学正門の門技（国登録文化財）

R岸本合理工学部3i号館IF研究紹介コーナー .3号館高層階からキャ ンパスや市街地を展猿
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③ミュージアム本館

＠古代出雲文化資料湖査室

③みのりの小巡（ミ二学術総物凶）

⑥汽水域研究センター f山陰地域・汽水域資料展示室J
⑦管制ヶ長古墳（移築復元）

③附成図書館、同窓会連合会展示コーナー

主な実施状況は「Hーl 主な活動の！ゴ総抄Jに記してある。今年度は、篠井県、広烏県福山

市の島線大学進学希望受験生等の参加があり、本学の様子を知ってもらううえで、地道だが、有

意義な活動であることを符認識した。

この｛也、 地元の川津小学校児裳や島根大学OBの方々の参加もあった。 10月3日（土）に関儀さ

れた第3回ホームカミングデーの一企画としてもキャンパスツアーを災絡し、久しぶりに母校を

巡るこ とができて懐かしかったという感惣をいただいた。

③学園祭特別企画「島大ミュージアム・クイズラリーJ（学園祭中止に伴って開催中止）

日時 平成21年10月10日（土）～11日（日） 午前 9時～午後4時

場所 島根大学ミユ｝ジアム本館展示室 ・1111食地減資料展示室 ・みのりの小道

内容 学：！＊Jの展示室やミニ植物闘をめぐって、展示内容に関係するクイズに答えてもらい、会問

正銘’で島根大学問I高浜場産ジャム毒事のクッズを進票。 （新型インフルエンザの発生に伴って学関

祭が開催中止になったため、本企聞も中止した。）

( 5）公開講座・フィールド体験ツアー等

①ミュージアム市民講座

平成20年度に引き続き、毎月、土曜日に連続市民自華麗を開催した。内容は下記のi量りである0

・平成21年度・第 1ステージ 「海とJIIと緑と人とー松江の自然史と文化史を学ぶーJ（兼 ．まつえ

m民大学連携幾康）

主催烏棋大学ミュージアム

共骨豊 島線大学生緩学習教育研究センタ｝ ・まつえ市民大学

後援 松江開l削∞年祭推進協談会

場所 松江市市民活動センター・ スティックピル （第11回のみ島根大学絞江キャンパス）

趣旨

我々が暮らす松江を取り まいているi毎や湖、山やt置は、どのような康史を経て今にいたってい

るのか？そして自然環境の変化に人はどのように適応してきたのかワ地球温暖化が危供される昨

今、本講座では、フィ ールドワークと講義を交えながら、こうしたテー？について考える。

・第11固「烏核大学樹木探検」（フィーJレドワ由ク）

目時 平成21;/f,.5月30日（土）午後 1: 00～2 : 30 

講師 大谷修司（烏tl｛大学教育学部教授・烏線大学ミュージアム兼任研究員）

・第12回 「鳥根周辺での日本海の形成は“洪水”とともに始まった？島根半島の地層が記録する

日本海の成り立ちJ（講義）

日時 平成21&f'-6月'2:7日（土）午後 1: （ゆ～2: 30 

講師 j商井智弥（屋号機大学総合理工学部准教授・烏；線大学ミュージアム兼任研究員）

・第13回「松江平聖子の土地条件と水容J（談義）
日時 平成21年7月11日（土）午後1: 00～2 : 30 

講師林正久 （烏線大学教育学部教授 －ぬ線大学ミユ｝ジアム兼任研究員）
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・第14固「山陰の弥生遺跡からみる環日；本海交流J（議義）
日時 平成21年8月8日（土）午後 1: （ゆ～2: 30 
講師 会下和宏 （烏線大学ミュージアム副館長 ・准教綬）

・第15回 「山陰の化石総からわかる1600万年前～1200万年前の地球環境変動 ー温暖期から望書冷

期へーJ（講義）
日時 平成21年9月19日（土）午後 1: （ゆ～2: 30 
講師 瀬戸浩二 （島根大学i勺jく波研究センター准教授）

・第16回「中海・宍道i坊のl表質環境と地球環境 ・地球資源J（議事長）
目時 平成21iド10月10日（十）午後 1: （泊～2: 30 

講師 三瓶良和 （島根大学総合程工学部教授・烏根？と学ミュ｝ジアム昔責任研究員）

・平成21年度 ・第2ステージ「続・島被温故知新ー江戸～平成のひと・まち・なりわいーJ
主催 島根大学ミユ由ジアム・烏；阪大学 「歴史・文化資源を活かした地域まるごとミニム｝ジアム

化実践プロジェク トJ
共催 烏根大学：主主漉~＇.：溜教育研究セ ンタ ｝

場所 烏線大学旧1鳥谷宿舎・ 11；皆多目的主主（絞江市奥谷町）

趣旨

本講座は、好骨子だった平成20年度市民講座第2ステージ「島根i毘故知新Jの続編。江戸時代か

ら現代までの島i恨の「ひと・まち －なりわいJについて、歴史 ・文学 ・まちづくり政策を導門に

研究しているま昨日r目隊に講義してもらう。 「温故知新Jをテーマに、過去の歴史を学ぶだけでなく、

それを過して21世紀の烏板を展議するきっかけにしてもらう。

・第17回 r＂学的佐久次と出議図風土記J
日l時平成21！年11月14日（土）午後 1・00～2: 30 

講郎 大日方克己（島根大学法文学部教授）

・第18回 「島根県における明治時代の漢詩J
日時平成21年12月12日（土）午後1: 00～2: 30 

鱗紡婆木純一 （島根大学法文学部教授）

・第19固 「松江白i均天神絵図のデジタル化と土地平IJJf;Iの復元J
日時平成22年 1月23日（土）午後 1: 00～2 : 30 
議飾作野広幸日（烏tfl大学教育学部滋教授）

・第20回 「松江のまちの移り変わり～大橋川周辺を中心にJ
日｜時平成22年2月20日（土）午後 1: 00～2・30

務官申 飯野公央 （島根大学法文学部准教授）

・第2 1 固 「明治の博覧会と rm~石見集lt魚図解lJ
日時平成22年3月68 （土）午後 1: 00～2 . 30 

談師伊藤康宏 （島根大学生物資源科学部教授）
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,; -－－，制
第13回市民講座「松江平野の土地条件と水害」 第17回市民講座 「岸崎佐久次と出雲国風土記j

(21. 7. 11) (21. 11. 14) 

第lステージは、アクセスの利便性が良いft江市市民活動センター スティックピルを会場に

して行ったため、毎回30～50名の受総者で推移した。第2ステ｝ジは、会場を島根大学旧奥谷宿

舎（松江市奥谷町）に移して開催したが、スペースの制約から l回20名までに人数制限せざるを

待なかった。平成22年度は、より多くの方々に聴言語してもらうため、会場について再検討したい

と考えている。

②フィールド体験ツアー（島根大学公開講座）

・第4回島板まるごとミュージアム体験ツアー「総江城下町を歩く」

日時 告書l回：平成21年4月4日（土） 10: 00～12: 00 

第2回：平成21＇.年4月11日（土） 10: 00～12: 00 

講師 会下手目安｛島根大学、ミュージアム准教授）

内容

江戸 ・近代 ・現代の地図が収録された松江黄土糸マップf松江i鼠故先日新〈橋:It版＞Jf同〈橋南版＞J
を片手に、松江城下町に残る社寺、道、橋、近代洋風建築当事を散策する。~際に現地を訪れるこ

とによって城下町の彬造を体感し、近1JJ：～近代の松江の 「ひと ・まち・なりわいJが攻代にも怠

づいていることを学んでもらう。体力づくりも兼ねて、 I図に2時間程度、ゆっ くり歩く。

第l回 ：橋北地区界際を散策（明々庵 ・千手段・石橋町界限 ・烏；際大学：｜日奥谷街舎 ・悶原神

社 ・桐f在学 ・亀問機ほか）

第2 回 ： 1誇南地区界信号を散策｛出~ピル ・ 者主導寺・長i前王手 ・久成寺 ・ 能昌寺・常教寺 ・ 人参

方 ・ 主lliJ色石の護岸 － 小林如昔e~主跡ほか）
受能主主主走者数は29名。地元枝住の参加者も知らないスポッ トをさ長いて散策することができ、松

江減下町の歴史的な魅力 伝統を改めて学ぶことができたということで、大変好許だった。

．第5回島根まるごとミュージアム体験ツアー 「商工業の町・松江市石橋町の酒蔵・醤油車置をめ

ぐるj

共催 喜界自j凶造有限会社 ・カ ネモリ~i自（森山奥fl}J商店）
日時 害事i問 ：平成21年11月28日（土） 10: 00～12. 00 

第2回 ：平成21年12月5日（土） 10: 00～12・00

講師 会下和宏（烏根大学ミュージアム准教授）

内容

絞江市石機町は、松江のなかでも良質な水が笠宮｛こ湧くことから、江戸 ・明治時代以来、 j自震

や醤油E童書宇治勺苫を構えてきた。今回の体験ツアーでは、烏根大学｜日奥谷宿舎の近くにあるi歯蔵や

醤油般の内部を見学して、実際のi商巡り、醤t山iきりの様子について学んでもらう。

第 l＠：島根大学！日奥谷宿舎（松江市奥谷町）を出発し、 十公江市石綿問の名目庁旧跡を見学しな

がら1882（明治15）年創業 ・李白i酉；逃へ移動。その後、 手自i酉；迭にて日本潜のMt造工程等につい

て務義を受けた後、酒蔵内部を見学。
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第21副.1875 （明治8）年，創業、蔵元カネモリ後白IJの醤油蔵内部を見学し、醤ilhの醸造工程に

ついてま手’ぷ。

受総主主録者ーは26名。募集開始後、すぐに申込みが殺到し、関心の潟さが窺えた。普段見学する

ことができない老舗の猶蔵 ・醤t商店主を見学するこ とができ、資重な体験になったといった感想を

いただいた。

③親子で学ぶ子どもミュージアム体験教室｛小学生向け企画）

・夏休み子どもミュージアム体験教室日IIの健康診断をしよう ！J （雨天のため中止）

日時 平成21年7月25日（土） 10 : 00～11 . 30 

場所 主主字JIIふれあいの水辺（松江市八雲町日吉 サニ｝ハイツ岡地前）

後援松江市教育委員会

対象 ノl、竿生（3年生以上） とその貌 15組

鱒師 田中秀典（特定非1営利活動役、人 自然と人間環境研究機構、島根大学汽水機研究センター

協力研究員）

内容

①貌子で111にはいり、石の下や水箪の中にいる生き物をl＊取し、主主義員を澗ベる。②検査道兵（透

視皮青｜、 CODパックテスト）を使って、 J11の水質を綴ぺる。①②の調査によって身近な河川の

水質環境について学び考える。

参加をt縁者・は親子16?'.'.,( 7 組）。梅雨明けがfyl）~f よ り遮れ、 当日 fj:雨天のため、官長会を考慮して

開催，;t,111:とした。今回l対話般の著書情で7月下旬の開催予定としたが、これを数司IHこ水辺でのフィー

ルドワークの場合は、開俄日程を8月にず、らすよう対処したい。

・冬季子どもミュージアム体験教室 fクりスマスを通じてドイツ文化を体験しようPJ
主催 島被大学ミュージアム・島根大学外聞語教育センタ｝

日時 平成21年12月12日（土） 10: 00～11 . 30 

場所 島根大学！日奥谷街舎・ IF皆多目的~（松江市奥谷II汀）

対象小学生（ 3年生以上）とその案提7紘

講師 ローランド・シュルツ Roland Schulz （島線大学外因縁教育センター特別暗号託議官申）

ピアンカ ・ブルーメ Bianka Bh1n1e （トリア大学留学生）

内容

カリーナ ・ラウアー Carina Iぷuer（トリア大学留学生）

クリストフ・シュターデルマン Christoph Stadelrnann （トリ ア大学留学生）

大鼠正彦（島般大学外凶話教育センター；校教授）

かつてドイツ人教師が暮らした烏機大学！日奥谷街舎を会場に、 ドイツ人徳学生らとー絡にドイ

ツllクリスマスのt帳備を通して典文化交流を仏験する。 主な内容は、スライドによるドイツのク

リスマス紹介、クリスマスツリーの飾り付け、アドベントカレンダーの作成等。

参加申込みが定員を超えたため州選した。当日1::1:1組欠席し、参加者は12名（6純）。

・春休み子どもミ ュージアム体験教室 f春を探してみよう ！」

日時 平成22年3月27日（土） 10 : 00～11 : 30 

場所 島線大学旧奥谷宿舎（松江市奥谷町）界際

対象小学生（ 3年生以上） とその毅

講師宅久村喜賞。 （元烏棋大学生物資源科学部助教綬）

内容

島根大学｜日奥谷宿舎をスタ｝ トして、松江市奥谷町の森の：車1とや木を観察するフィールドワー

ク。身近な草花を鋭察し学ぶことによって、容の訪れを体感する。

言書加者は22毛古（9組）。
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④特別講演会

．島根大学旧奥谷宿舎（旧制松江高等学校外国人宿舎）修復完成記念特別講演会（オープニング

プレイベン卜）「松江の宝・島根大学｜日奥谷宿舎への想いーカルシュの足跡と残した偉業ー」

後援 松江開J符400年祭j並進協談会

日時 平成21年10月20日（火）午後5時30分～7時

場所 城北公民鎚第 1・2研修築 （；絞江市北塀町43)

講師 若松秀俊 （東京医科歯科大学大学院教授）

内容

器E飾の若松秀俊教J受は、鳥線大学旧奥谷宿舎に主主らしたl日制松江高等学校ドイツ語教師、フリ ッ

ツ ・カルシュ博士について永年にわたって孤箪奮院で調査されてきた。講演会では、島根大学旧

奥谷宿舎の修復完成を記念して、カルシュ博士の業績毒事について、これまでの調査の惣い出話等

をうどえながら話していただいた。

参加者Iま、30名。

将軍lj講演会「松江の宝・島根大学旧奥谷宿舎へ 「第5困島椴まるごとミ ュージアム体験ツ
の想いJ(21.10. 20) アーjで松江市石橋町の醤油蔵（明治初期築）

見学 （21.12. 5) 

( 6）講義（島大ミュージアム学）

後期に特別講義 f島大ミュージアム学Jを公開授業で災均した。概要は以下のi湿り。
授業科目名 「烏大ミュージアム学～島根大学と烏；t梨県の自然 ・康史 ・ひと ・文化～J
綬業の目的 烏線大学で学ぶ学生は、l県内外の出身地を問わず、島根県の自然・歴史 －文化や本

学の学校史、顕著な業絞をあげた教官 ・卒業生等についての知織が希湾であるように見受けられ

る。そこでヨ将軍楽で、は、 「ミュージアムJ「フィールドJ「モノJをキーワー ドにして、良線照の自

然・歴史 －文化や烏線大学の学校史 ・著名人（自校教育）等の基礎的事項について、学際的に学

ぶものとする。あわせて、公開授業として地域市民にも聴講してもらう。

逢成目標 島根県 島根大学について、広い基礎知識を待てもらう ようにする。本授業を過して、

学生や地域市民のなかに、島根県や本学に対する誇り・愛着が富義成されることを期待する。

科目 共通教養宇｜回選択

対象 l年次、市民

単位数 2単位

曜日 ・時間 金｜縫目 ・2コマ自（10. 15～11 : 45) 

担当教員

会下手日宏（烏根大学ミュージアム可i：教授）、 小泉 凡 （烏桜県立大学短期大学部教授）

牧村事則（島被大学元助教授） 、 ~~尾 翼手（烏線大学名簿教授）

受講笠録者数は、学生237名、ー般市民l：名である。平成20年度、受講希望者が350名以上を超

えたため、 綬雪躍の遂行上、 受講者~ji(をせざるをえなかったことから、 平成21:/J三度は、 関議して

4年目でもあり、 l年生のみに受線対象学年を限定した。

平成21年度は、官事5回に修復工事を終えた烏線大学！日奥谷宿舎｛松江市奥谷町）やその周辺を

散策し、 Hi史的な町の風景の価値を理解させ、これらの保護、今後の発展のあり方について2替え
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講義内容

日程 E書義内容 講師

10月2日（金） l島大ミ A ージアム学ガイダンス／大学ミュージアムとは 会下和宏

10月16日（金） 2発抑制変でわかった出雲地妓の古環境 会下和宏

10月23日（金） 3烏根県の自然一級生を中心にー 牧草す客f!I]

10H30日（金） 4烏根大学所属主コレクション織説一学内の展示施設見学一 会下和宏

11月6日（金） 5. ~史環境のなかの島大キャンパスー烏線大学旧奥谷街舎周辺を歩くー 会下和宏

11月13日（金） 6.烏根大学（松江キャンパス） 周辺の法制： 史跡、 会下和宏

11H20日（金） 7.島根大学（出家キャンパス） 筋辺の遺跡史跡 会下和宏

11月27日（傘） s. Iii,綴県の歴史・偉人 会下利~

12月4日（金） 9.島棋大学史と島被燥の近代均等教育ー島大の前身校から悶立鳥根大学までー 会下和宏

12月11日（金） 10.文化資源としての小泉八雲 小泉九

12月18日（金） II.城下町松江の誕生と町の鱗迭 松尾素手

I，月8日（金） 12.島根大学の著名人 会下和宏

I月22日（金） 13.島根大学の著名人E 会下和宏

1月29日（金） 14.まとめ／米来の烏根県 島根大学を考える 会下和宏

2 Pl 5日（金） 15.英語末試験（選択問題100間出題）

させることをねらいにした授業を笑絡した。閑諮4年目を終えて、やや内容が硬直化してきたき

らいもあるため、次年度はさらに新しい研究成来を交えた教育プログラムを開発していきたいと

考ーえている。

4 博物館学教育

従来、学芸員資格取得に関する科目の開講や博物館実習の段取りは、各学官IIが側別的に~施し
ていたが、今年度から卒業単位とは無関係の科目については、ミュ『ジアムにおいてー元的に開

講するこ ととなった。

今年度、ミュージアムが防総した科目は以下のi返り。

博物館法施行規則に

定める科目及び単位 法文学部学生 生物資源科学部学生 総合理工学部学生

科目 単位

博物館概論 2 博物館阪論（前期 ・会下ヰII宏） 憾物館板絵（前期・＊荷量旨克己 石岡秀樹ーお畠1普段・1吉本総ー）

博物館資料論 2 博物館資料論｛前期・会下和宏） ｜嘩物館学各論I（後l¥ll. ＊衡問孝）

博物館経営徐 1 博物館経営論（1長期・会下和宏）
｜嘩物館学各論II（前Jtll. ＊綴問孝）

博物館情報総 博物館情報論（後期・会下和宏）1 

鱒物館実習 （論期・l持Hit・会 i事物館実習 （後期 I 単位石 博物鉛実習（後期・ l単位・会

下和宏） 問秀樹・荷＆育雄・宮永自主ー｝ 下利11:)
骨ー・・・・ー・・ー・・4・・・・・・・・ー・・ー・・＋・・＋・・4・．．．伺． ．，・・ー・・ー・・4・・・ー・ー・・ー・ーー・ーー・幽M・・..’・・ーー・ー， －ー・‘・岨ーー・曲恒・・・・・・・・・・・・・・・圃，，開骨骨四骨骨四・・・

博物館実習 3 
i専物館笑習に係る事前および事 憾物館実習に係る事前およぴ事後 ｜事物館実習に係る事前および挙後

後指導（1単lit.会下和宏） 指導（後期・ l単位石旧秀相）指導（／長期 l単位・会下利宏）
ー－－－－－－ー”ー・．，．．．．岨曲岨・・・・・・ー・・4・・・・闘争曹骨司F ・・－－－－・・・・・・・・・・・・・・・b・・・・・・・・＋・・・・・・・・＋蝿 4・．，・・ー・・・4・・・4・・・・・ー・・・・・ー・・ー・・・4・．．．．．．．
考古学実習田（前後期・各l単

総会下車i宏）

・＊印は非常勤識郎。

－学芸員資絡取締のためには、その他、教職科目 専門科目等の単位が必聖書。
・純物館実習の実施自体lま、 基本的には、学外の各機物鎗に依頼。
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なお、博物館法施行規則の一部改正によって、平成24"1'-＆から学芸員資格取得に必要な単位数

が大中高に増加されることになっているため、 平成22年度中には、その対応についてj検討する必要

がある。

5 標本資料類等に関わる情報発信、地域貢献

( 1 ）刊行物の発行・配布

下記の既刊 ・新刊刊行物を印刷し、学内や学外関係諸機関、学校、県内観光施設当事に配布した。

・携帯用パンフ レッ トf烏棋大学ミュージアム』…ミユ｝ジアム展示を紹介。（A4サイズ .3 

つ折、平成18年度発行）

・I発干名・用パンフレット fいにしえのまちめぐり・松江i危故知新（橋北版）j ... ；松江旧市街｛犠北地

域）にある歴史・文化資源を江戸時代・ 昭和ff寺代 現代の各地図にマッピングして解説。（平

成19年度発行）

・携帯用パンフ レット『いにしえのまちめぐり・松江温故知新（綴商版）J・・松江旧市街（橋街地

域）にある歴史・文化資源を江戸時代・昭和時代 ・現代の各地図にマッピングして解説。（島

機大学萌芽研究プロジ：クトの一環でミュージアム教員がilltJ作。平成20年度発行）

・パンフ レッ ト『鳥根大学旧奥谷宿舎 (I日制j松江高等学校外国人術会）j(A4版、 平成21年度発

行）

・燐帯用パンフレツ トI烏根大学旧奥谷宿舎（旧制l松江高等学校外国人宿舎）J(A4サイズ ・3

つ折、平成21年度発行）

( 2）インターネット

島根大学ミュージアムのホームページ（http: / /inusetun.shin1ane-u.ac.jp／）を随時更新した。

また、松i工版地域SNS迷営協議会による「まつえ SNS(http://n1atsuesns.jp/)Jに参加して、

プログ機能等でi活動日誌、イベント祭内 －報告書宇の情報発信を行った。

( 3）データベース

烏級l県遺跡データベース（平成15年度地域貢献事業によって烏棋大ザ・地域賃H京協議会が制作、

http : / /iseki.shi1nane-u.ac.jp／）に烏根康内の逃蹴；データ（逃跡・遺構・ ；遺物・調設・ ；文献データ）

を登録した。データは、平成20・21：$度刊行発扱調査報告書等絡意見の情報を毅理して収載した。

( 4）地減貢献活動

「3 標本資料類等、に隣わる教育、普及魯発」で前述した「（4）展示業内・キャンパスツアー

等Jf( 5）公開講E住宅事Jは、主に地域市民が対象であることから、i也減貢献活動にも含まれる。

6 本学構内の埋蔵文化財の取扱い

( 1 ）島根大学ホール新営工事に伴う誌錨調査・確認調査

①調査場所 島中良県松江市西川津町1060(I日学名.'i苦回）（教室主講義糠2号館の東隣）

②調査機関 島根大学ミュージアム

①調査原因 島線大学ホール新営工事Lこ伴う埋蔵文化財の確認、

④調査面積 約61n＇× 2箇所

⑤調査期間 平成21年4月27日

⑥調査目的

教著書講義練 l 号館100番教室（通称、階段数~）を解体し、新たに島根大学ホールを主主設する工

事に伴って予定地における樫滋文化財の有無、内容を線認するために実施。調査区は、 「菅田j

丘陵の尾綾部分に相当しているが、 1920（大正9）年5月～幾年3月に行われた旧制松江高等学

校敷地造成工事によって、既に基盤層が削平を受けている可能性が高いため、造物包含層・途構
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有無の機詑、を主な目的とした。

⑦調査成果

調査経過

平成21年4月27日 トレンチ嬬削。£豊富層確認。写真綴彩。北監査断稲図作成。

4月278 ミュージアム狸蔵文化財専門委員による現地検討会（ミュージアム埋蔵文化財専門委

員会J1m11t。
基本層序 ・遺物

約0.6～l.l1nが近現代盛土。その下位は基鉱層（松江層）。i蛍物なし。

③特記事項

調査の結果、｝JI.地表面より約0.6～1.lrn下位でさま豊富層（松江層） が検出された。恭豊富層上部

が土線化していないことや、周辺地形も改変を受けていること等から、当初の予想巡り、開発工

事予定後四は、 l日制松江高等学校敷地造成工事の際、自IJ平を受けていることが明確となった。し

たがって今回の開発工事に｜祭しては、 「慎重工事Jで対応することになった。

( 2）島根大学出雲キャンパス備内遺跡試掘調査（ヘリポー 卜・絡納庫建設予定地）

①調査場所 島根県出雲市梅治問89-1 （図2)

②調査機関 鳥線大学ミュージアム

③調査原因ヘリポート 絡納庫建設工事に伴う君主磁文化剣の確認

④調査面積 約lOOni'

⑤調査期間 平成21~7月13El～16日

⑥謂査目的

ヘリポート ・絡納JllX建設予定地における埋蔵文化財の有無、造鱗・造物包含層の最等を確認

し、その後の対応、を決定する材料』こするため。

⑦調査成果

調査経過

平成21年7月13日 現代感土の重機掘削。

7月14日 第l層、第2層掘り下ff、北桜｜新聞写真撮影。

7 J'J 15日 北壁断蘭図作成。

7月16日 現地検討会（烏棋大学ミュージアム製品主文化財、努門委員会）開催。

7月16日 第2d局織り下げ。調査終了。

基本暦序・遺物 （図 3)

層名 層相 線高（m) 遺物

現代盛土 ÷6.9～＋9.8 

第lJ帝
E票総色im土

{ +6. 7～6.8）～÷6.9 陶総務 ・ 須！！＇：·~ （奈良）
（大学造成前水間）

第2a層 灰色シルi、 +6.5～｛ +6. 7～6.8) なし

草寺2b庖 it＜オリーブ色シルト ( +6.2～6. 3）～＋6.5 なし

第2C Jiii 日書背灰色シルト ～6.3～（ +6.2～6. 3) なし

第2d感 灰色紙砂 ～6.3 
三瓶山デイサイト

（約3600y.BP)

③特配事項

堆積時期

Ui'f手日

ili:t止？～近代

不明

不明

不明

縄文後期かっ

瀦授の結来、南西約70mの医学部会館保育所I自殺予定地で災施した試掘調資と同様に（会下

2009）、近現代水際耕作土である第 l怒より下位の第2腐は、主として神戸川の沖積活動による推

移iであることが判明した。 ~ 2d 耳！からは、 縄文後刻lに比定される竺瓶山起i僚のデイサイトがIt',
土している。司M3ま区は縄文後期以来、神戸川の氾i監｝ゑの若宮撹にあったことが想定できる。

以上の唯積環境や第2層において遺物の出土がみられないこ とから、開発区域において埋蔵文

化剣が存在する可能倣は緩めて低いことが惣定された。したがって今回の開発工事に際しでは、
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ri興愛工事Jで対応することになった。

参考文献

会下草目安 2009「烏J阪大学出雲キャンパス梅内遺跡試読書調査（医学部会館保育所t骨設予定地）Jf鳥技大学

ミュージアム年報平成20年皮j烏線大学ミコージアム
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図2 島根大学出雲キャンパス構内遺跡獄掘調査位鐘図（ 1 /5, 000) 
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図3 島根大学出雲キャンパス構内遺跡訴鋸調査区 断面図（ 1 /80) 
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( 3）島線大学織内遺跡第18次発鋸調査（橋縄手地区4)

①調査場所 島根県松江市西川i幸町1060 (I日字名：~喬縄手、図 4)

②調査名 鳥根大学有車内法閥、第18次調貸（ヰ湾総手地区4)

③調査略号 09S-18

④調査主体 島線大学ミュージアム

⑤調査原因 AU携帯電話アンテナ新営工事

⑥調査函積 11. 78m X 11. 781n＝約139n12

⑦調査期間 平成211f.10月26日～11Pl25日

③調査成果

調査経過

平成21年10月26日～30日 現代感土重機槻削

11月4日～5日 第 lJ容貌iり下げ

11月6日～9日 第2層掠り下げ

11月10日 第3層繍り下げ

11月12目 指草4層繍り下げ

11月12日～18日 第5層織り下げ

11月18日 東盛断面図作成

11月19日 現地検討会（烏根大学ミュージアム腹蔵文化財専門委員会）開儀。

11月198 第4c層中流木出土状態写真線影

11月初日 完機状態写真撮影、北東壁断爾写真搬影

11月23日 :Iじfil'断面図作成 ・土淡サンプル採取

11月24日 制資指導（松江市教育委員会、島根県教育委員会）開催。

11月25日 補 足 調 査

基本層序・漬物

腐位遺構 腐栂 標高（m) 遺物

第1J符
しまったオリープ黒色粘

+1.7～＋1.8 陶総務、須恵、総等
土｛近現代J）（回耕作土）

第21将 しまった灰色粘土 ( + 1.4～1. 5）～＋l. 7 多iJ!¥Ri品

第3a庖 しまった灰色粘土
( + 1.3～1. 5）～ 

なし
( + 1.4～1. 5) 

第3b層 しまった黒褐色色粘土．
( + 1.2～1. 3）～ 

なし
( + 1.3～1. 5) 

第4照
日高J天黄色シルトと灰黄色 ( + 1.0～1. 1）～ 

なし
釧砂の互窃 ( + 1. 2～1. 3) 

員1;5層
オリープ梨、色シルト.H音 （÷0.2～0.4）～ 

縄文土絡 ・4オ・自然、際
線灰色シルト（i毎成！窃） （÷1. 0～1 1) 

第6Po草 法書量，，¥71（；松江I符） ～（ +O. 2～0.4) 

＠特記事項

堆積時期

近代

古1貫～奈良？

縄文i骨進期

（縄文前期l～）

tfr第三紀

，~·，期中新世

・1海蝕台状の平:t！！.な地形の法皇位庖 （松江層）や縄文海進期のi毎成層毒事を検出し、機内北部の！日地

形・ 古環境を復元する手がかりが得られた。

－縄文土器店、焦淡のある材等が出土し、縄文時代の7）（辺での人間活動を知るー資料となった。
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図4 島根大学構内遺跡第18次調査位置図（ 1 / 5,000) 

( 4）工事立会

総合研究練中縫のペンチ音量鐙工事、教育学部線東側階段設鐙工事、松江キャンパス聖子外照明設

置工事等に際し、 工事後闘が狭小で、淡店主も近現代後土の総閣内にf.／まり、地下の埋蔵文化財に

影響がないことから、 工事立会で対応した。

平成22~ 2 月から 3 月 にかけて逐次、 立会した結巣、いずれも近現代盛土の範閣内に儲まる工

務、 あるいは肢に過去の工事で削平された場所であったこと等から、埋蔵文化財への彩響がない

ことを6産認、した。

( 5）島根大学構内遺跡第14・15・16・17・18次発錨調査、島線大学出雲キャンパス構内遺跡試

掘調査のE監理・研究

上記調査のほか、 平成17年度実鎚iの鳥；阪大学；構内i宜勝第14次調資 （ボーダフ才ン株式会社機帯

電話アンテナ設ffli：工事』こ伴う発鋳！調査l:）、平成18年度実施の同遺跡：第15次調資、平成19年俊実施の

同途勝第16次調査、平成20年度実施の同遺跡第17次繍査毒事の出土造物の洗浄 ・災＼HI] トレース、

造機殴関トレースといった室内絵理作業を進めた。
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7 島根大学旧奥谷宿舎の活用

( 1 ）島根大学旧奥谷宿舎の修復工事

①修復工事までの経緯

平成18年度、松江市奥谷町に所有；する旧制松江治i等学校に関係する唯一の建築物 f偽線大学i日
奥谷宿舎（旧制松江高等学校外図人4首会）Jが、 歴史的 ・ 建築学的側他をもち、地域住民の~Aiい保

存喜ti！もあったことから、修復・ 活対されていく方針になった。これをうけて、宿舎の保存活用

策の検討をミュージアムが担当することにな相、ミュージアム普及啓発専門委員会の下にワーキ

ンググループカ潟t鐙され、修復活用するために必裂なさ悲続制査や普及悪事発i活動を実施した。

平成19年10月からは、この事業に対して、 学外有識者の協力も得ながら、 より全学的に取り組

むべく 、 「！日奥谷街令修復活用事業務備委員会jが設鐙され、ミュージアム専任教員 兼任研究

員 ・管理迷常委員等も加わった委員によって、保存修復に関わる諸活動が遂行された。ミュージ

アムでは、 当委員会と協力しつつ実務レベルで街舎の建築・居住者に関する調査研究や普及~発

活動等を実施した。このIMlの級車車、諸活動については、 『島根大学’ミェージアム年~ （平成18年

皮）Jf岡 （平成19年度JJr伊I（王子成20年度）1（こ記録している。

宿舎は、平成21年秋までに悠造当初の外観にできるだけ近づけて修復補強工事を完了し、サテ

ライトミュージアム、サテライト教室、市民の交流拠点と して活用されていくことが正式決定された。

②修復工事

ミュージアムマは、設詐｜段階から工事完了まで本学施設毅備課と逮燐・協議して、これまでの

建物に関する調査成果に1毒づいて、適宜、修復復元のアドバイスを行った。

修復工事の基本方針は、；現夜の1肘祭器憲法是正i.¥l)に見合うよう裕強したうえで、 1924（大正13）年

建造当初の外観に出来るだけ近づけて復元することとした。

戦前、翁舎に｝奇往したフリァツ カルシュ博士の長女メヒテルト氏（米国テネシ－fli.:(:f｛主） へ

の問主取り調査、同氏および兼松秀俊氏（東京医科歯科大学大学院教授）提供の戦前の古写真、

鳥；阪大学所臓の建物自立言｜区l等をもとに、戦後改変を受けたトタン農機を瓦王まきに戻したり、玄関

廻りを当初の状況に戻したりした。また、建物外緩や建物内部のうち不明な箇所は税状を修復す

るに緩めた。建物内部の柱、床、皇室、天井の色毒事も聞き取り認可筆を基に可能な鈍聞で戦前の状況

に復元したが、改変され不明になった部尿のl聞取り毒事については、現状を維持するに穏めた。

建物西側主主材の一部や建物北豊富以外の1I硲外野板材等、損傷がi数しい箇所は新たな音防止に差し

替える毒事したが、修復前の主主ガラスや建築音II材で使えるものは、可能な限り再利用した。

また、昭和27年頃までは残っていたことが微笑な来待：石製の門往は、 i5写真をも とに当時のデ

ザインで復元した。

修復工事は、平成21年6月から開始され、同年10月に予定通り終了した。

③松江市との運携

烏根大学l日奥谷翁舎が、 「まち歩き観光」ゃ「観光客及び地域住民の交流Jの拠点施設として

地域振興や観光振興に議与できることから、平成21年8月31日、烏根大学と怯江市とで「島根大

学旧奥谷宿舎の活用に関する協定書Jを取り交わしたo

この協定を総て、島根大学！日奥谷循舎の庭園 ・外機墜備、観光案内板、ベンチ毒事について、松

江市の負担でま査備していただいた。

( 2）島根大学旧奥谷宿舎修復工事緩工記念式典

日時 平成21年10｝~21日（水） 10 : 00～11 : 00 

会場 島根大学｜日奥谷綴舎（松江市奥谷町）

内容

式次第は以下の巡り。

1 ）学長狭tt（山本勝袋島根大学長）
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2）来築祝言宇 ｛松浦正敬松江市長）

3）テープカット（山本股基島根大学長 ・柴田均烏線大学理事 .i工口憾日青島根大学理事 ・松浦正

敬松江市長・ 三長急進松江市議会波長 ・念事長修l日制松江高等学校同窓、会長）

4）建物紹介、 工事概要紹介

5）内部公開、展示案内

当日 i立、 爽やかな秋精れの中、山本19ii!毒学長からの鉄、拶および、松浦正敏t~江市長からのお祝

いの言量産をいただき、学外来貧者 ・学内関係者約40名と共に完成を祝った。また、新聞 テレビ

各局によって大きく報道もなされ、)t.く市民一般に周知をはかることができた。
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( 3）島根大学旧奥谷宿舎の活用状況

島根大学ミュージアムでは、新たに烏線大学旧奥谷宿舎活用専門委員会を設澄して、烏線大学

｜日奥谷宿舎の平IJ活用について検討する体制をままえた。

閉鎖日時は、土・日 ・祝休日・ 午前10時～午後5時を原則と している。烏銀大学の学芸員資格

取得を目指している学生を雇用し、ローテーションで常駐させて、実践教育も兼ねながら、開閉

館、来総者対応、等の業務にあたってもらった。

活用状況は、下記のifftり。烏根大学ミュージアム主催の俄しものの詳細や入館者数iま、

3標本資料業員等に関わる教育、普及啓発jを参照のこ と。

f II -

①展示活動

・平成21年10月24日（土）～ ：「写真が諮る烏機大学の歴史とl日奥谷宿舎J（常設展示）
・平成21年10月24日（土）～11月29日（日）．企画展示 「松江温故知新江戸～平成のひと まち －

なりわいJ（烏根大学務努研究プロジ、エクト・烏波大学ミュージアム主催）

・平成22年2月20日（土） ・21日（日） ・27日（土） ・28日（日）：企画展示「旧制松高・師範学校時代

の学問と教育一足立文庫の資料を中心として－J （島根大学萌芽研究プロジェクl、 烏根大学附
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~図誉館 ・ 烏棋大学ミ品｝ジアム主催）

－平成22年3月6日（土）～3月22日（月祝）：「奥谷タイム トンネル2ー古くて新しい烏根をきが

しに－J（どこでもミユ｝ジアム研究所・烏棋大学ミュージアム共催）

②ミュージアム市民講座・公開講座・子どもミュージアム体験教室等

平成21年11月14日（±） ・第17回ミュージアム市民総座「岸l埼佐久次と出雲閣風土記J
平成2111:-llfl28日（土） ・烏根大学公開講勝 第5回島根まるごと ミユ｝ジアム体験ツアー 「陶

工業の町 ・；怯江市石橋町の酒蔵畿油講義をめぐるJ（第 l回）

a 平成21年12月5日（土）： 烏根大学公開講座 ・第5回E号機まるごとミユ｝ジアム体験ツアー「泌

工事長の町・松江市石1喬町の酒蔵・醤油践をめぐるJ（第2凹）

－平成21年12月12日（土）：冬季 子どもミュージアム体験教護 「クリスマスを；i通じてドイツ文化

を体験しよう PJ（烏線大学外国語教育センター・ 島線大学ミ ユ｝ジアム主催）

・半｝或21iド12月12日（土）：第18回ミュージアム市民講座 f島4良県における明治時代の漢詩j

・!Jiι成22年l月23日（土） ：第19図ミュージアム市民総座「松江白潟天神絵悶のデジタル化と土地

利用の復元J
－平成22年2月20日（土） ・第20聞ミュージアム市民議座 「松江のまちの移り変わり～大橋川周辺

を中心にJ
・平成22(,f3月6日｛土） ・ ~21回ミュージアム市民講座 「明治の博覧会と f樹祭石見夕、i魚、図鱗JJ
－平成22年3月27日（土） ：務休み ・子どもミュージアム体験教室 f春をきがしてみよう！」

③授業

・平成21年10月24日（土）：博物館実習に係る事前及ぴ争後の指導（烏校大学法文学部学生向け）

・ :if" /J:lt21年11月6日（会｝ ：島大ミュージアム学（島根大学ミュージアム｜苅語辞）

・平成21年11月78 （土） ：地域共生学（島根大学教育学品名関税）

・平成21年11月14日（土） ：地域共生学 （烏；恨大学教育学鵠開講）

・平成21年ll.Fl21日（土）：地紋共生学（烏核大学教育学部開講）

・平成21年12月25日（金） ．博物館実習に係る事前及び事後の指導（島根大学生物資源科学部学生

I旬it)

④裏庭を活用した園芸活動（生物資源科学部主催 fみのりの小道J)

－平成21年11月11日（水）：街舎裏庭に植える綴物の検討、土場長ペーハーf直測定。
・平成22年1月13日（水） ：ハープティの語、干し柿等についての勉強会。

－平成22年3月6日（土） ：ブルーペリー、ジャ方、イモ、ムギ害事の縫付iす。

⑤団体見学・町歩きイベント

平成21年10月21日（水）．地元住民の方々向け建物見学会

平成21年llFI21日（土） . iJJ~インテリアコーディ ネート協会研修会（1111食インテリアコーデイ

ネート協会主催）

平成21年11月21日（ニヒ）：建築士と歩くまらなみ ・たてもの傑検ツアー（烏根県 ・NPOまつえ

まちづくり幾主催）

・平成22年3月6日（土）、 3月7B （日） ：まつえ城北探検ツアー（NPOまつえまちづくり製主催）

⑥学外団体等との共催イベント

・どこでもミ ュージアム研究所・島根大学ミュージアム共催 「奥谷タイムトンネル2－古くて新

しい島板をさがしに－J
主催 どこでもミュージアム研究所 ・島棋大学ミュージアム

日時平成22年3月6日（ニ七）～23日（月祝）の土日祝日

会場 鳥；際大学i日奥谷街舎 ・スタジオ カナ
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主なイベント

「小学生地苦悩いた1001f後の!!'l:谷町j絵画作品展示

－「どこでもlj:ll審議（アーチストの本欄）J
－シンポジウム rr指やアートについて話そう！ J 
．地元アーチストの作品展＋ギャラリ｝ト｝ク

. m:形ワークショップ f自分の身体のー泌をコピーしようJ

( 4 ）島根大学旧奥谷宿舎見学者アンケートの結果

－松江lま非常に務ち着いた感じがし、行きかう人たちも品のある親切な人が多いと慾いました。

奥谷宿舎が復旧し、多くの人々の交流がなされることを祈っています。大切に施設を守ってい

きたいものですね。

・リーフレッ ト『絞江 .ii'il，故知新iシリーズ、ゆっ くり読ませて関きます0

・務ち着いた雰間気で、とても｛主みやすそうな印象を受けました。

－奥谷町1こ実家があり、時キ来ていますので、見させて頂きました。

今でも住める可愛い家だなと思いました。

－保存にi立大変費用がかかると思います。よくここまで修復されました弟、お喜び申し上げます0

．あまりにも新しくなってびっ くり。せめて人の交流だけでも古い者も参加でき ますように。

－以前古いままの頃（20年前）、将餓の紫微な家だと日頃から↑疲れていました。どなたか住んでい

らっ しゃって、犬（ポクサ｝｝が飼ってありました。本目、古II屋に上がることができ、感慨深

いマす。松rIの新しい観光名所になると良いなとも思います。

－修復されて残された事は素晴らしいと思います。

・ 2 11!,tの古い~：’.t{と地図が面白かった。

－改修されてよかったと患います。展示資料とよ くマッチしています。

－大学：当局の熱意ある働きかけによって、貴重な建物施設の復元がはかられ、市民としても市に

とっても、詰まに有り機いことと深〈！感謝しています。

－改修前からずっと気になる建物でした。色んな利用方法があると恩いますが、こんな風に歴史

や文化を伝える胞設になって素敵なことだと思います。保存活動の継続は、御苦労・も多々かと

思いますが、応援しています。

唱え中戦後、この:m舎に居住された、再審野 .！河村（ドイツ語）先生の怠子さん ・娘さんをよく知っ

ています。この人たちの資料もあればと想、いますが。

－新市IJ／急大25年入学 ・29年本（2期生）。学生時代より、 当宿舎の前の巡路から見て知っていまし

た。改造され、絡しく思います。良い名所となりました。

. 1街むにまかせていた建物が生き返ったような状態となりました。保存をして手を入れられるま

で熱心に働かれた方々があってのこと。感謝したいですね。今岡客員縁｝苫が見い出した写真も展

示されている。良い生かし方で繁かに塁手んでおります。住宅地のー角にこうした形で学際的な

3意図気がある。婚しいこととなりました。

いつ来ても心が落ち着きます。

素晴らしい建物で、長く保存mきたい。

以前から、 一度伺いたいと思っておりました。今回、やっと参りました。願いがl汁い、ゆっ く

り見ています。建物の伶まいが紫敵です。 三刀屋出身なので、永井隆博士の陳列もことの外、

丁等に見ました。ありがとうございま した。

近くに脅から住んでいたが、初めて街舎に入った。

烏大文理ニ属店卒。島根大学初代学長・山根新次先生が住んでおられました。 当時としてはハイ

カラで貴重なコーヒーをパーコレーター（注釈 ：コーヒーを州出する器具の一種）に沸かして、

おいしく頂戴したことが、僚かしく思い出されました。

－新聞 テレビで知っていたのですが、来ることが出来て幸いです。

－近所に住んでいるので、以前から見学に来たいと思っていました。天気も良いので散歩しなが

ら寄ってみました。外観もきれいになり、島根大学の歴史をいろいろと知ることが出来て、来
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てみて良かったと思いました。

－大切に保存して下さい。維持管理、大変でしょうが、松江の知的財産としてよろ しく お願い致

します。

8 その他の活動

( 1 ）大学博物舘等協議会2009年大会 （第4回博物科学会）への参加

大学｜害物館等協議会は、会員相互で緊密に連絡 ・協力をとりあって、大学等における学術標本

の収集 ・保存・活用の向上を図り、教育 ・研究の進展に寄与することを目的としたもので、 2009

年度は、 5月21～22日、鹿児島大学にて開催された。

l司時開催された第4IE!I博物科学会では、専任の会下和宏が、 「歴史・文化資源を活かしたフィ

ールド・ミュージアム化の実践Jと題して研究発表を行うとともiム烏根大学ミュージアムの活

動を紹介するポスターセッションにも参加した。

9 ミュージアム教員の活動記録

会下和宏 EGE Kazuhiro 准教授

研究発表等

・会下羽］；宏 f歴史・文化資源を活かしたフ ィールド・ミュージアム化の実践Jr第4医If導物科学

会』 2009.5.22（於・鹿児烏大学）

・会下利1宏 「地域まるごとミニムージアム化に向けてのこれまでの活動と今後Jf第llli'll震史 文化

資源を活かした f地減まるごとミュージアムj化実践プロジェクト研究例会J2010. l. 13 （於・

烏線大学）

・会下利'fr:「歴史・文化資源をi舌かした『地域まるごとミュージアム1化実践プロジェク ト～烏

根大学！日奥谷宿舎を取り巻く「ひと・まち・なりわいJをキーワードにして～JF烏線大学プロ

ジェク ト研究挺進機機平成21年度研究成果報告会j烏根大学プロジェク卜研究推進機術 2010.

3.1 （於・鳥銀大学）

社会的活動（島根大学ミユージアム主催のものは省略）

・フイ｝ルドワーク f烏；根った学旧宿舎見学と松江城北地区町歩きJf山陰インテリアコーディネー

ト協会研修会j山陰インテリアコーディネート協会主催 2009.11.21 

・烏機大学旧奥谷街舎解説『建築士と歩くまちなみ たてもの探検ツアーjl話線県 NPOまつ

えまちづくり塾主催 2009.11.21

・烏根大学旧奥谷宿舎解説 fまつえ城北探検ツアーJNPOまつえまちづくり塾主儀 2010.3.6 

担当授業

I学芸員資格取得に関する科同］

－「博物総概論J（烏根大学法文学部学生向け）

. f博物館学資料論J（烏波大学法文学部学生向け）

．「博物館学情報論J（烏線大学法文学総学生向け）

．「博物館学経営論J（烏根大学法文学部学生肉ft)

．「考古学実習阻J（烏線大学法文学部学生向け）

. f↑骨物館実溜J（烏線大学法文学官官学生向け）

－「博物館実習J（島根大学総合理E工学部学生I句け）
－「博物館実溜に係る事前及び事後の指導J（烏線大学法文学部学生向け）

－「博物館実溜』こ係る事前及び事後の指導J（鳥線大学総合理工学部学生向け）

－「博物館実穏に係る事前および挙後指導J（島根大学生物資源科学部学生向け） に一部協力。

I島根大学共通教養科目］

－「烏大ミュージアム学」（分担、公開授業）

・「フィ ールドで学ぶ f斐伊川百科JJ（分短）
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